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＜先週と今朝の聖書から＞マタイによる福音
書 10章を読み進めることになります。弟子たちは村々
派遣されます。遣わすに際してイエス様が語られた、励ましの
言葉の中心の一つは“旅行のための袋も、二枚の下着も、くつ
も、つえも持って行くな。働き人がその食物を得るのは当然で
ある（10 節）”ということであり、“その家にはいったなら、
平安を祈ってあげなさい（12節）”の言葉でしょう。すなわち、
“そのところの人となり、そこの人に頼りなさい”ということ
でしょう。清水の殆んどの教会の牧師達もこのように他から遣
わされてきた働き人だと思っていることでしょう。問題はこの
御言葉が“励まし”であると同時に“慰め”の言葉になりえる
かどうかということでしょう。私達の全てが、信仰者であろう
とする時、主イエスは、励ましと同時に、大きな慰めと私達へ
の信頼をもって見てくださっているのです。歴史の一時期、宣
教師は“西洋の豊かさや学識”をもって、日本に受け入れられ
たことがあるかもしれませんが、聖書は“行って、『天国が近
づいた』と宣べ伝えよ（7節）”と教えています。イエス様は、
この世に何の遺産も残されませんでした。着ている物も残され
ませんでした。ただ信頼できる弟子たちを残されました。御言
葉はさらに続きます。“わたしがあなたがたをつかわすのは、
羊をおおかみの中に送るようなものである（16
ように読み進めますと、この言葉も“残酷”という意味を全く
持っていないことが分かります。“彼らがあなたがたを引き渡
したとき、何をどう言おうかと心配しないがよい。言うべきこ
とは、その時に授けられるからである。語る者は、あなたがた
ではなく、あなたがたの中にあって語る父の霊である（
20節）”という教えも、最高の慰めであり、恵みです。この恵
みを知らない時、私たちを待っているのは“不安”と恐れでし
ょう。ヨハネは“完全な愛は恐れをとり除く（Ⅰヨハネ
と聞きました。イエス様の励ましに頼らないで、我が勝利を手
にしようとする時、“兄弟は兄弟を、父は子を殺すために渡し、
また子は親に逆らって立ち、彼らを殺させるであろう
ということになるのです。これは私たちが知っている通り、遠
くの人よりも、家族や身内の中から始まるのです。愛する力を
得たいと思う人は、イエス様から、その力を得るべきでしょう
イエス様から力を頂かなければ、実に無力なの
こに慰めの言葉“わたしについてきたいなら、自分の十字架を
負うて、従ってきなさい（マタイ16：24）”があ
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ユース礼拝 毎日曜日
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エステルの会 毎水曜日
聖書研究祈祷会 毎水曜日
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